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肥
前
国
小
川
島
捕
鯨
の
関
係
史
料

は
し
が
き

小
稿
は
、
九
州
大
学
経
済
学
部
が
所
蔵
し
た
肥
前
国
小
川
島
捕
鯨
の
関
係
史
料
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

近
世
以
降
、
九
州
北
部
の
沿
岸
・
島
嶼
部
で
は
、
捕
鯨
業
が
地
域
の
基
幹
的
な
産
業
の
一
つ
と
し
て
展
開
し
た
。
な
か
で
も
東
松
浦

半
島
の
北
端
に
浮
か
ぶ
小
川
島
は
、
壱
岐
・
生
月
・
五
島
有
川
な
ど
と
並
び
、
沿
岸
捕
鯨
が
盛
ん
な
地
域
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
小

川
島
を
始
め
と
し
て
、
呼
子
港
の
沖
合
に
点
在
す
る
島
々
が
、
沿
岸
を
回
遊
す
る
鯨
を
発
見
・
捕
獲
す
る
の
に
適
し
た
環
境
を
生
み
出

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
背
景
に
、
近
世
以
降
、
小
川
島
で
は
約
三
百
年
に
も
渡
っ
て
捕
鯨
業
が
営
ま
れ
た
。
記
録
が
残
る
宝
暦

十
三
年
（
一
七
六
三
）
以
降
、
呼
子
の
中
尾
家
や
唐
津
の
常
安
家
が
鯨
組
を
経
営
し
た
ほ
か
、
唐
津
藩
も
直
営
の
「
御
手
組
」
を
操
業

し
た
。
ま
た
近
代
に
入
っ
て
も
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
小
川
島
捕
鯨
組
（
の
ち
小
川
島
捕
鯨
会
社
）
が
設
立
さ
れ
、
新
た
な

技
法
を
導
入
・
改
良
し
な
が
ら
、
戦
後
に
至
る
ま
で
沿
岸
捕
鯨
を
行
っ
た
（
１
）。
一
つ
の
地
域
を
拠
点
に
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
長
き
に
渡
っ
て

捕
鯨
業
が
継
続
し
た
例
は
め
ず
ら
し
い
。
小
川
島
捕
鯨
は
、
玄
海
灘
な
ど
を
舞
台
と
し
た
西
海
捕
鯨
業
だ
け
に
限
ら
ず
、
日
本
列
島
に

古

賀

康

士

肥
前
国
小
川
島
捕
鯨
の
関
係
史
料

―
九
州
大
学
経
済
学
部
古
文
書
よ
り
―

史
料
紹
介



─ 154 ─

肥
前
国
小
川
島
捕
鯨
の
関
係
史
料

お
け
る
捕
鯨
史
の
展
開
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
歴
史
的
な
意
義
の
大
き
さ
と
は
対
照
的
に
、
小
川
島
捕
鯨
の
関
係
史
料
は
あ
ま
り
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

『
肥
前
州
産
物
図
考
』・『
小
川
島
鯨
鯢
合
戦
』
な
ど
の
図
説
類
の
ほ
か
、
中
尾
組
で
総
支
配
人
を
勤
め
た
藤
松
甚
次
郎
の
回
顧
録
（「
鯨

組
方
一
件
」）
や
小
川
島
捕
鯨
組
の
社
史
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
編
纂
物
な
ど
の
二
次
史
料
が
中
心
で
、
操
業
の
実
態
を
伝
え

る
一
次
史
料
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
研
究
史
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
群
か
ら
小
川
島
捕
鯨
に
関
係
す
る
史
料
を
集
め
る
こ

と
が
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
２
）。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、「
九
州
大
学
経
済
学
部
古
文
書
」（
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
保
管
）
の
な
か
か
ら
、
小
川
島
捕
鯨
の
関

係
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
史
料
群
は
、
九
州
大
学
経
済
学
部
経
済
史
研
究
室
に
お
い
て
戦
前
か
ら
収
集
さ
れ
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
も
の
で
、
近
世
か
ら
近
現
代
ま
で
の
社
会
経
済
史
関
係
の
史
料
を
数
多
く
含
む
（
３
）。
小
川
島
捕
鯨
に
つ
い
て
も
、

若
干
数
だ
が
、
一
次
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
九
州
大
学
経
済
学
部
古
文
書
の
史
料
群
の
な
か
で
、
小
川
島
捕
鯨
に
直
接
関
係
す
る
史
料
は
、
管
見
の
限
り
、
小
稿
で
翻
刻
す

る
次
の
三
点
で
あ
る
（
４
）。

史
料
１
「
大
坂
海
部
堀
兵
庫
屋
清
左
衛
門
訴
状
一
件
帳
」
寛
政
四
年
子
五
月
、
竪
帳
１
冊
（
請
求
記
号119/O

/17

）

史
料
２
「
順
助
様
御
出
一
件
帳
」
文
化
八
年
未
二
月
、
竪
帳
１
冊
（
請
求
記
号119/J/1

）

史
料
３
〔
捕
鯨
組
仕
組
書
〕（
明
治
八
年
頃
）、
書
綴
１
点
（
請
求
記
号119/H

/7

）

以
下
、
各
史
料
の
概
要
を
簡
単
に
解
説
し
て
お
こ
う
。
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史
料
１
「
大
坂
海
部
堀
兵
庫
屋
清
左
衛
門
訴
状
一
件
帳
」
寛
政
四
年
子
五
月
（
請
求
記
号119/O/17

）

唐
津
藩
の
商
人
と
大
坂
商
人
と
の
間
で
発
生
し
た
捕
鯨
資
金
の
借
銀
滞
り
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
五
月

か
ら
同
六
年
七
月
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
訴
状
・
請
書
な
ど
九
通
を
収
録
す
る
。

本
史
料
の
一
部
は
、
す
で
に
秀
村
選
三
氏
が
、
小
川
島
捕
鯨
の
資
本
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
引
用
・
分
析
し
て
い
る
（
５
）。
唐
津
の
豪

商
・
常
安
九
右
衛
門
が
長
州
川
尻
浦
へ
の
鯨
組
出
漁
に
必
要
な
資
金
を
、
中
尾
組
の
大
坂
の
取
引
問
屋
（
兵
庫
屋
清
左
衛
門
）
か
ら
借

用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
近
世
後
期
の
小
川
島
捕
鯨
の
金
融
・
流
通
面
の
一
端
を
示
す
好
史

料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

史
料
２
「
順
助
様
御
出
一
件
帳
」
文
化
八
年
未
二
月
（
請
求
記
号119/J/1

）

本
史
料
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
二
月
、
唐
津
藩
の
藩
主
家
（
水
野
氏
）
が
小
川
島
捕
鯨
を
観
覧
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
史

料
の
作
成
者
は
、
表
紙
の
署
名
や
記
載
内
容
か
ら
、
藩
主
家
一
行
の
受
け
入
れ
に
た
ず
さ
わ
っ
た
名
護
屋
組
大
庄
屋
世
戸
与
一
と
比
定

さ
れ
る
。

表
題
に
あ
る
「
順
助
様
」
は
、
唐
津
藩
主
水
野
忠
光
の
子
息
で
、
文
化
九
年
に
越
後
国
藩
主
と
な
っ
た
堀
直
哉
（
一
七
九
八
〜
一
八

三
〇
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
６
）。
こ
の
堀
直
哉
の
生
年
か
ら
す
る
と
、
鯨
見
物
に
訪
れ
た
「
順
助
様
」
は
、
こ
の
と
き
わ
ず
か
十
四
才

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
史
料
中
に
登
場
す
る
「
御
子
様
付
」
の
家
臣
な
ど
の
存
在
は
、
こ
う
し
た
事
情
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
史
料
の
構
成
は
、
次
の
三
つ
部
分
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
①
藩
主
家
一
行
の
受
け
入
れ
準
備
に
関
わ
る
書
状
や
触
の
写

が
記
さ
れ
、
次
い
で
、
②
一
行
の
応
接
の
日
並
の
記
録
（
二
月
十
三
日
〜
同
月
二
十
二
日
）、
そ
し
て
末
尾
で
、
③
応
接
費
用
の
勘
定
な
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ど
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
唐
津
藩
主
家
の
小
川
島
捕
鯨
の
観
覧
に
つ
い
て
は
、
天
保
・
嘉
永
期
の
事
例
が
す
で
に
報
告
さ
れ
て
お

り
、
本
史
料
は
そ
れ
と
の
比
較
も
可
能
と
な
る
（
７
）。

こ
の
「
順
助
様
御
出
一
件
帳
」
で
は
、
小
川
島
捕
鯨
の
具
体
的
な
操
業
の
様
子
も
描
か
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
②
の

応
接
記
録
の
部
分
で
は
、
捕
鯨
の
様
子
を
描
写
す
る
た
め
、
文
体
に
も
工
夫
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
な
が
ら
大
庄
屋
世
戸
与
一
に
よ

る
捕
鯨
観
覧
記
と
も
な
っ
て
い
る
。
世
戸
与
一
は
漁
場
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
小
川
島
捕
鯨
の
実
態
を
窺
う
上
で

貴
重
な
記
録
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
（
８
）。

史
料
３
〔
捕
鯨
組
仕
組
書
〕（
明
治
八
年
頃
）（
請
求
記
号119/H/7

）

本
史
料
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
頃
に
作
成
さ
れ
た
「
捕
鯨
組
」
の
関
係
史
料
で
あ
る
。「
扱
所
」
に
提
出
さ
れ
る
鯨
代
価
な
ど

の
「
明
細
表
」
の
雛
形
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
史
料
は
表
題
を
欠
く
が
、
目
録
の
採
録
者
に
よ
っ
て
〔
捕
鯨
組
仕
組
書
〕
と
仮
表
題
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
初
年
の
小
川
島
で
は
、
中
尾
家
に
代
わ
っ
て
、
唐
津
城
下
の
商
人
・
江
川
家
な
ど
の
運
営
が
続
い
た
。
し
か
し
、
明
治
六
年
に

江
川
家
の
資
力
不
足
で
休
業
す
る
と
、
明
治
七
・
八
年
に
中
尾
家
が
小
川
島
島
民
と
共
同
で
「
捕
鯨
組
」
を
操
業
す
る
（
９
）。
史
料
の
な
か

に
、
鯨
肉
の
分
配
先
と
し
て
「
納
屋
」「
中
尾
」「
小
川
業
主
」「
島
方
」
が
登
場
す
る
こ
と
な
ど
は
、
こ
の
時
期
の
小
川
島
捕
鯨
の
共
同

操
業
の
様
子
を
反
映
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
本
史
料
は
、
近
世
的
な
鯨
組
か
ら
近
代
的
な
捕
鯨
組
合
・
捕
鯨
会
社
へ
と
移
行
す
る
時
期
の

小
川
島
捕
鯨
の
一
齣
を
示
す
も
の
と
い
え
る
（
（1
（

。

以
上
、
九
州
大
学
経
済
学
部
古
文
書
に
含
ま
れ
る
、
小
川
島
捕
鯨
の
関
係
史
料
三
点
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
前
述
の
通
り
、
小
川
島
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捕
鯨
に
つ
い
て
は
、
西
海
捕
鯨
業
を
代
表
す
る
捕
鯨
地
域
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
関
係
す
る
一
次
史
料
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
九
州
大
学
経
済
学
部
古
文
書
の
な
か
の
関
係
史
料
は
、
貴
重
な
内
容
を
含
む
も
の
と
い
え
る
。
今
後
、
さ

ら
に
小
川
島
捕
鯨
に
関
す
る
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注

（
1
）	

明
治
期
以
降
の
小
川
島
捕
鯨
に
つ
い
て
は
、
安
永
浩
「
明
治
期
以
降
の
小
川
島
漁
場
で
の
捕
鯨
業
の
展
開
」『
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
研
究

助
成
報
告
書
』
第
五
号
、
二
〇
一
一
年
、
一－

二
二
頁
、
同
「
戦
後
の
唐
津
・
東
松
浦
沿
岸
の
捕
鯨
業　

―
新
聞
報
道
等
に
み
る
玄
海

捕
鯨
の
盛
衰
―
」『
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
六
集
、
二
〇
二
〇
年
、
一
九－

四
〇
頁
、
な
ど
参
照
。

（
2
）	

小
川
島
捕
鯨
に
関
係
す
る
史
料
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
は
、
秀
村
選
三
「
近
世
後
期
肥
前
小
川
島
捕
鯨
業
の
一
断
面　

―
草
場
佩
川
の

見
た
る
―
」『
経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）』
第
四
六
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
一
九
八
〇
年
、
四
一
頁
、
な
ど
参
照
。
近
年
、
小

川
島
捕
鯨
に
つ
い
て
は
、
安
永
浩
氏
に
よ
っ
て
新
た
な
史
料
の
調
査
分
析
が
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
安
永
浩
「
藤
岡
慶
弘
「
家
録
代
々

名
賀
目
」
〜
江
戸
時
代
後
期
の
中
尾
鯨
組
の
一
側
面
〜
」『
佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館　

調
査
研
究
書
』
第
四
二
集
、
二
〇
一
八
年
、
四

六－

八
一
頁
、
な
ど
。
ま
た
、「
鯨
組
方
一
件
」
に
つ
い
て
も
、
森
弘
子
氏
ら
に
よ
り
新
た
に
翻
刻
が
出
さ
れ
た
。
森
弘
子
・
宮
崎
克
則

「
唐
津
藩
小
川
島
の
捕
鯨
史
料
〔
１
〕　

―
文
政
〜
天
保
頃
「
鯨
組
方
一
件
」
―
」『
西
南
学
院
大
学　

国
際
文
化
論
集
』
第
二
八
巻
第

二
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
九
七－

二
二
一
頁
。

（
3
）	

「
九
州
大
学
経
済
学
部
古
文
書
」
の
史
料
群
と
し
て
の
特
徴
な
ど
は
、
拙
稿
「
九
州
大
学
経
済
学
部
古
文
書
に
つ
い
て　

―
そ
の
来
歴
と

編
成
―
」『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』
二
〇
一
六
／
二
〇
一
七
、
二
〇
一
七
年
、
一
九－

二
七
頁
、
参
照
。

（
4
）	

史
料
番
号
は
、
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）	

秀
村
選
三
「
徳
川
期
九
州
に
於
け
る
捕
鯨
業
の
労
働
関
係
（
一
）」『
経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
）』
一
八－

一
、
一
九
五
二
年
、
七
四－

七

七
頁
。
な
お
、
本
史
料
は
、
秀
村
氏
の
論
考
で
は
「
名
護
屋
組
松
尾
家
文
書
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
松
尾
家
文
書
」
は
、
現
在

「
名
護
屋
組
文
書
」
と
し
て
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
と
「
名
護
屋
組
文
書
」
と
の
関
係
性
は
、
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今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
6
）	

上
田
正
昭
ほ
か
監
修
『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
、
な
ど
参
照
。

（
7
）	
天
保
・
嘉
永
期
の
藩
主
家
の
小
川
島
捕
鯨
の
観
覧
例
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
安
永
浩
「
藤
岡
慶
弘
「
家
録
代
々
名
賀
目
」」
参
照
。
天
保
八

年
（
一
八
三
七
）、
同
十
一
年
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
三
回
に
渡
っ
て
、
当
時
の
唐
津
藩
主
家
小
笠
原
氏
が
観
覧
に
訪
れ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。

（
8
）	

な
お
、
本
史
料
も
来
歴
・
出
所
な
ど
は
確
定
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
史
料
作
成
者
の
世
戸
与
一
は
、
文
化
八
年
時
に
名
護
屋
組
大
庄
屋

を
勤
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
出
の
「
名
護
屋
組
文
書
」
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
注
５
参
照
）。
文
化
八
年
の
名
護
屋

組
の
「
諸
願
留
帳
」
に
は
、
藩
主
家
一
行
の
応
接
に
関
す
る
「
口
上
覚
」
な
ど
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（
名
護
屋
組
文
書
一
七
〇
「
諸
願
留

帳
」
文
化
八
年
）。

（
9
）	

「
小
川
嶋
捕
鯨
大
意
書
」
二－
三
頁
（『
小
川
嶋
捕
鯨
志
』
近
世
長
崎
文
化
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
七
年
、
所
収
）。

（
10
）	

本
史
料
も
出
所
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
史
料
受
入
時
に
作
成
さ
れ
た
目
録
カ
ー
ド
の
記
載
か
ら
、
古
書
店
な
ど
か
ら
購
入
さ
れ

た
史
料
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
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凡
例

一
、
本
史
料
は
、
九
州
大
学
経
済
学
部
古
文
書
（
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
保
管
）
の
う
ち
、
小
川
島
捕
鯨
に
関
係
す
る
史
料

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
の
旧
字
体
（
正
字
体
）
は
、
一
部
の
固
有
名
詞
を
除
き
、
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
適
宜
、
読
点
と
並
列
点
を
付
し
た
。

一
、
変
体
仮
名
は
、
江
、
而
、
者
、
茂
、
与
、
の
ほ
か
は
原
則
と
し
て
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

一
、
虫
損
な
ど
に
よ
っ
て
判
読
不
能
の
文
字
は
、「
□
」
で
示
し
た
。
文
字
数
が
確
定
で
き
な
い
場
合
は
、
お
お
よ
そ
の
文
字
数
を 

 

で
示
し
た
。

一
、
踊
り
字
の
「
々
」「
〻
」
は
、「
々
」
で
統
一
し
た
。

一
、
見
せ
消
ち
は
、「
〻
」
で
示
し
、
修
正
が
あ
る
場
合
は
ル
ビ
で
該
当
の
文
字
を
示
し
た
。

一
、
闕
字
・
平
出
は
、
一
文
字
分
の
空
白
で
示
し
た
。

一
、
原
史
料
の
字
下
げ
、
日
付
・
宛
名
の
配
置
な
ど
は
、
可
能
な
限
り
翻
刻
文
に
反
映
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
を

避
け
、
定
型
的
な
配
置
に
改
め
た
。

一
、
頭
注
部
分
に
、
本
文
中
に
み
ら
れ
る
事
項
・
用
語
な
ど
を
適
宜
注
記
し
た
。

一
、
校
訂
者
に
よ
る
注
は
、（ 

）
を
用
い
て
ル
ビ
で
示
し
た
。
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史
料

史
料
１
「
大
坂
海
部
堀
兵
庫
屋
清
左
衛
門
訴
状
一
件
帳
」
寛
政
四
年
子
五
月
（
請
求
記
号1

1
9
/
O
/
1
7

）

（
表
紙
）

「

　
　
　
　寛
政
四
年

　
　大
坂
海
部
堀
兵
庫
屋
清
左
衛
門
訴

　
　状
一
件
帳

　
　
　
　
　子
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　」

（
表
紙
裏
）

「
一
五
月
九
日
御
代
官
御
役
所
江
被
召
、
別
紙
訴
状
御
渡
被
遊
、
請
書
指
出
候
様
被
仰
出
候
ニ
付
、
両
人
扣
拝

見
候
上
、
難
渋
之
次
第
相
認
、
同
十
一
日
御
役
所
江
指
出
置
、
左
訴
状
写
之
後
ニ
出
す
、
尤
訴
状
二
通
同

日
返
上
、
川
澄
兵
四
郎
殿
江
渡
ス
」

　　
　
　
　乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
奉
申
上
候

①
兵
庫
屋
清
左
衛
門
訴

状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　願
人

　
海
部
堀
川
町

兵
庫
屋
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　相
手

　
唐
津
呼
子
浦

金
丸
惣
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
所河

田
屋
嘉
左
衛
門

一
右
両
人
江
天
明
五
年
巳
十
一
月
慥
成
証
文
を
以
銀
三
貫
五
百
目
、
此
利
四
貫
弐
百
五
拾
弐
匁
五
分
、
元
利
合

七
貫
七
百
五
拾
弐
匁
五
分
相
滞
、
度
々
催
促
仕
候
得
共
、
一
向
埒
明
不
申
、
甚
難
渋
仕
候
、
何
卒
右
惣
左
衛一
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門
・
嘉
左
衛
門
御
召
登
被
為
成
、
元
利
相
渡
呉
候
様
被

　仰
付
被
下
候
ハ
丶
、
難
有
奉
存
候
、
已
上

　
　寛
政
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
屋
清
左
衛
門

　
　
　
　子
四
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
病
気
ニ
付

代
庄
兵
衛

　唐
津
御
蔵
屋
鋪

唐
津
御
蔵
屋
鋪

　
　
　
　
　御
役
所

　
　
　
　
　
　須
賀
井
半
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　小
川
梅
干
之
助
様

　
　
　
　乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
奉
申
上
候

②
兵
庫
屋
清
左
衛
門
訴

状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　願
人

　
海
部
堀
川
町

兵
庫
屋
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　相
手

　
唐
津
呼
子
浦
下
松
屋
休
右
衛
門

一
右
休
右
衛
門
、
天
明
四
年
辰
二
月
、
常
安
九
右
衛
門
用
向
ニ
付
罷
登
、
当
地
諸
用
不
足
ニ
付
、
銀
三
貫
目
借

常
安
九
右
衛
門

用
致
度
段
申
之
候
、
則
九
右
衛
門
代
休
右
衛
門
証
文
を
以
預
ヶ
置
候
、
其
後
九
右
衛
門
方
へ
右
段
通
達
仕
候

処
、
右
九
右
衛
門
方
一
切
入
用
之
銀
子
ニ
而
無
之
、
休
右
衛
門
私
用
之
銀
子

（
主
）

□
用
与
唱
、
証
文
表
主
用
ニ

相
偽
、（

剰
）

剤
度
々
催
促
仕
候
得
共
、
何
之
返
答
不
仕
、
甚
難
渋
仕
候
、
元
銀
三
貫
目
、
此
り
三
貫
六
百
七
拾
弐

匁
、
合
六
貫
六
百
七
拾
弐
匁
、
右
内
五
百
七
拾
六
匁
、
巳
五
月
ニ
受
取
、
相
残
り
六
貫
九
拾
六
匁
相
滞
御
座

候
、
何
卒
右
休
右
衛
門
御
召
登
被
下
、
前
書
御
願
申
上
候
段
、
急
度
御
糺
之
上
、
銀
子
相
済
呉
候
様
被

　仰

付
被
下
候
ハ
丶
、
難
有
奉
存
候
、
已
上

二
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　寛
政
四
年

　
　
　
　子
四
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
屋
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
病
気
ニ
付

代
庄
兵
衛

　
　唐
津
御
蔵
屋
鋪

唐
津
御
蔵
屋
鋪

　
　
　
　
　御
役
所

　
　
　
　
　須
賀
井
半
兵
衛
様

　
　
　
　
　小
川
梅
干
之
助
様

　
　
　横
紙

　
　
　
　申
上
口
上
覚

③
申
上
口
上
覚

一
私
共
兵
庫
屋
清
左
衛
門
方
へ
銀
子
借
用
仕
候
次
第
、
八
年
以
前（

天
明
五
年
）

巳
年
長
州
へ
鯨
組
仕
出
候
砌
、
銀
子
足
合

不
申
候
ニ
付
、
大
坂
生
魚
屋
平
左
衛
門
と
申
者
兼
而
問
屋
ニ
御
座
候
ニ
付
、
銀
子
調
達
相
頼
候
得
共
、
一

円
埒
明
不
申
候
ニ
付
、
右
兵
庫
屋
清
左
衛
門
事
者
、
中
尾
甚
六
殿
方
問
屋
ニ
而
、
心
当
御
座
候
故
、
右
之
段
、

中
尾
甚
六
殿
方
問
屋

内
々
相
談
仕
候
所
、
清
左
衛
門
方
組
方
問
屋
ニ
仕
候
者
体
ニ
ゟ
、
調
達
之
手
段
も
出
来
可
仕
趣
ニ
御
座
候
故
、

組
方
問
屋

平
左
衛
門
方
断
申
、
清
左
衛
門
方
問
屋
ニ
仕
、
彼
方
へ
参
、
滞
留
仕
候
内
、
銀
子
調
達
段
々
相
頼
候
得
と
も
、

是
以
一
円
埒
明
不
申
、
最
早
時
節
も
有
候
事
故
、
無
拠
組
方
調
物
代
銭
清
左
衛
門
方
ゟ
払
く
れ
候
様
ニ
相
談

仕
候
所
、
無
拠
請
合
候
ニ
付
、
調
物
代
銭
都
合
三
貫（

五
カ
）

二
百
目
、
則
正
銀
調
達
之
体
ニ
証
文
入
置
借
用
仕
候
義
、

三
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相
違
無
御
座
候

一
此
度
右
銀
子
返
済
仕
候
様
奉
畏
候
得
共
、
私
共
義
、
近
年
不
成
行
ニ
而
、
当
日
ヲ
暮
兼
候
得
者
、
一
向
返
済

之
手
段
出
来
不
仕
、
大
坂
表
江
被
召
登
候
共
、
路
用
之
繰
合
も
相
成
兼
候
程
之
義
ニ
而
、
重
々
難
義
至
極
ニ

奉
存
候
、
何
卒
清
左
衛
門
方
へ
右
難
渋
之
次
第
、
私
共
□
々
□
□
渡
□
□
取
続
出
来
候
上
ニ
而
、
返
済
仕
度
、

書
状
ニ
而
も
指
登
申
度
奉
存
候

一
嘉
左
衛
門
忰
茂
兵
衛
義
者
、
親
相
果
候
得
者
、
右
銀
子
借
用
候
義
も
一
向
承
知
不
仕
、
此
度
□
而
承
申
付
候

以
来
、
想
左

（
衛
門
）　

　組
方
仕
出
候
ニ
付
、
参
呉
候
様
相
頼
候
ニ
付
、
被
雇
□

　
　嘉
左
衛
門
入
用
之
銀
子
ニ
無

御
座
候
、

（
カ
）

参
懸
り
無
拠
加
判
□

　
　御
座
候
、
然
御
役
所
様
奉
懸
御
苦
労
之
段
奉
恐
入
候

　
　指
出
申
度

奉
存
候
得
共
、
何
分
今
日
之
取
続
も
相
成

　
　程
之
儀
ニ
而
、
一
向
手
段
出
来
不
仕
、
難
義
千
万
ニ
奉
存
候

　右
之
通
ニ
御
座
候
、
此
度
御
役
所
様
奉
懸
御
苦
労
候
段
、
重
々
奉
恐
入
候
、
以
上

　
　
　

（
寛
政
四
年
）

子
五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
子
釣
分

惣
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
子
村
嘉
左
衛
門
忰

茂
兵
衛

　別
紙
之
通
、
両
人
歎
出
候
ニ
付
、
此
度
御
請
申
上
候
手
段
出
来
不

　
　取
斗
難
相
成
御
座
候
ニ
付
、
乍
恐
御

内
分
相
伺
候

一
下
松
屋
休
右
衛
門
と
申
者
、

（
カ
）

名
面
者
勿
論
、
兵
庫
屋
清
左
衛
門
ゟ
銀
子
借
用
仕
候
者
、
吟
味
仕
候
得
共
、
当

所
江
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　

（
寛
政
四
年
）

子
五
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
九
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　斧
右
衛
門

四
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　別
二
通
指
上
置
候
所
、
同
十
三
日
被

　仰
付
候
者
、
何
分
以
手
段
返
済
候
様
請
書
指
出
候
様
、
冨
四
郎
殿
ヲ

以
被
仰
付
候
ニ
付
、
罷
帰
、
両
人
相
扣
、
左
之
通
請
書
指
出

　　
　
　
　奉
指
上
口
上
覚

④
奉
指
上
口
上
覚

一
私
義
八
年
以
前

（
天
明
五
）

巳
年
長
州
川
尻
鯨
組
仕
出

（
組
方
）　

　入
用
之
調
物
代
銀
三
貫
五
百
目
、
大
坂
海
部
堀◦川
町兵
庫

（
屋
）

□
清

長
州
川
尻
鯨
組
仕
出

左
衛
門
ゟ
借
用
仕
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
右
之
銀
指
滞
、
清
左
衛
門
ゟ
御
訴
訟
仕
候
由
ニ
付
、
此
度
急
度

相
払
候
様
御
沙
汰
之
趣
奉
畏
候
、
然
共
私
近
年
不
成
行
ニ
付
、
持
来
之
家
屋
鋪
も
去

（々
寛
政
二
）

戌
年
売
払
、
纔
之
借

家
仕
居
候
所
、
去
夏
之
類
焼
ニ
而
聊
払
残
之
家
財
も
悉委〻

□
□
□
仕
、
当
時
渡
世
方
無
御
座
、
甚
以
難
渋
仕
、

此
節
一
向
返
済
之
手
段
無
御
座
候
得
共
、
厳
敷
被
為

　仰
付
候
ニ
付
、
無
拠
少
々
宛
以
他
借
漸
銀
百
目
出
来

仕
候
、
便
船
次
第
為
指
出
可
申
候
、
残
銀
之
義
者
以
手
段
追
々
相
払
可
申
候
、
右
為
御
請
如
此
ニ
御
座
候
、

以
上

　
　
　

（
寛
政
四
年
）

子
五
月

　
　
　
　
　
　
　

呼
子
浦
金
丸
惣
左
衛
門
事

豊
後
屋想
左
衛
門

前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　

呼
子
浦
釣
分
名
頭

治
右

（
衛
門
）　

　

　
　
　同
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
庄
屋

斧
左

（
衛
門
）　

　

　
　御
役
所
様

五
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　奉
指
上
口
上
覚

⑤
奉
指
上
口
上
覚

八
年
以
前

（
天
明
五
）

巳
年
想
左
衛
門
事
、
長
州
川
尻
鯨
組

　
　組
方
入
用
調
物
代
銀
三
貫
五
百
目
、
大
坂
海
部
堀◦
　
　　

　

長
州
川
尻
鯨
組

屋
清
左
衛
門
ゟ
借
用
仕
候
処
、
右
銀
指
滞
清
左

　
　御
訴
訟
仕
候
由
ニ
付
、
急
度
相
払
候
様
御
沙
汰
之
趣
、
奉

畏
候
、
然
共
親
嘉
左
衛
門
四
年
以
前
相
果
、
右
体
之
義
、
私
江
不
申
継
、
此
度
御
沙
汰
ニ
付
、
始
而
承
知
仕
候
、

元
来
嘉
左
衛
門
義
者
惣
左
衛
門
被
雇
相
越
、
惣
左
衛
門
銀
子
足
合
不
申
候
ニ
付
、
居
合
候
得
者
、
無
拠
証
文
ニ

加
判
等
仕
候
由
、
此
節
惣
左
衛
門
よ
り
承
知
仕
、
全
惣
左
衛
門
借
用
ニ
紛
無
御
座
候
、
然
共
加
判
仕
候
義
、
紛

無
御
座
由
ニ
候
得
者
、
惣
左
衛
門
申
合
相
払
可
申
候
得
共
、
私
近
年
別
而
不
成
行
ニ
付
、
家
屋
敷
等
□
借
銀
之

引
当
ニ
相
渡
置
、
当
日
之
渡
世
も
難
相
成
、
難
渋
仕
候
得
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　◦
指
懸
手
段
無
御
座
候
得
共
、
前
条
申
上
候
通
、
加
判
仕
候
儀
、

◦

　申〻合〻
返〻
済〻
之〻
手〻
段〻
無〻
御〻
座〻
、〻〻
難
義〻
千〻
万〻
ニ〻
奉〻

存〻
候〻
、〻
右〻
為〻
御〻
請〻
以〻
歎〻
書〻
如〻
此〻
御〻
座〻
候〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　紛
無
御
座
候
へ
者
、
惣
左
衛
門
申
合
、
以
手
段
追
々
相
払
可
申
候
、
右
為
御
請
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

（
寛
政
四
年
）

子
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　呼
子
浦
津
田
屋

　嘉
左
衛
門
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　茂
兵
衛

前
書
之
通
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　同
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
子
浦
名
頭　

　
　弥
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　与
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
浦
大
庄
屋
並

佐
々
木
九
十
郎

　
　御
役
所
様

六
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右
之
通
請
書
同
月
廿
三
日

指
出
候
処
、
茂
兵
衛
請
ニ
御
好
有
之
、
同
廿月〻

四
日
ハ
左
右〻
之
旨
ニ
直
シ
指
出
候
処
、
納
ル

（
カ
）

也
、
例

ニ
直
シ
置
候

　
　
　同
二
年
十
一
月
大
庄
屋
并
斧
左
衛
門
御
呼
出
候
而
、
左
之
願
書
御
渡
被
遊
候

　
　
　乍
憚
口
書
を
以
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　願
人

　海
部
堀
川
町

兵
庫
屋
清
左
衛
門

⑥
兵
庫
屋
清
左
衛
門
願

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　相
手

　
御
領
知
呼
子
浦

金
丸
惣
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所

津
田
屋
茂〻
兵〻
衛〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　嘉
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
相
果
候
由

茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
浦
下
松
屋
休
右
衛
門

一
右
三
人
之
者
江
、
慥
成
証
文
ヲ
以
預
ヶ
銀
有
之
、
元
利
相
滞
、
度
々
催
促
仕
候
得
共
、
一
向
不
取
敢
、
当
節

甚
難
渋
仕
候
、
依
之（

寛
政
四
年
）

当
子
四
月
弐
通
願
書
奉
指
上
候
、
別
而
年
数
相
重
り
右
体
捨
置
候
段
、
難
渋
仕
候
、
然

ル
処
、
願
書
之
趣
、
右
三
人
者
江

（
逐
）

遂
一
可
被
仰
付
、
三
人
之
者
ゟ
請
書
指
上
ヶ
、
私
江
請
書
御
下
ヶ
被
下
候

処
、
難
渋
而
已
申
立
、
漸
両
人
ゟ
百
目
宛
調
達
致
、
残
銀
追
々
返
弁
可
申
段
、
申
之
候
得
共
、
私
奉
願
上
候

者
、
右
三
人
之
者
早
々
当
所
江
御
召
登
被
下
、
急
度
対
談
仕
候
様
被

　仰
付
可
被
下
段
、
御
願
奉
申
上
候

所
、
罷
登
り
不
申
、
聊
之
銀
子
ヲ
以
兎
角
ニ
年
月
等
指
延
候
儀
、
甚
以
不
埒
之
至
奉
存
候
、
別
而
下
松
屋
休

右
衛
門
儀
、
主
用
と
相
偽
、
右
銀
延
引
仕
候
段
、
甚
難
相
済
致
方
と
奉
存
候
、
別
段
不
埒
之
返
済
方
ニ
而
者七
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（
カ
）

私
ヲ
以
願
候
所
、
詮
も
無
御
座
候
、
甚
迷
惑
仕
候
、
何
卒
御
威
光
ヲ
以
、
右
三
人
之
者
早
々
御

　
　
　銀

子
急
度
相
済
候
様
被
為

　仰
付
可
被
下
候
、
則
右

　
　書
三
通
奉
指
上
候
、
此
段
奉
願
上
候
趣
意

（
逐
）

遂
一
御
聞

届
之
上
、
三
人
共
ニ
御
召
登
被
下
度
、
乍
憚
再
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　寛
政
四
年
子
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
屋清

左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
ニ
付

代
庄
兵
衛
印

　
　
　
　
唐
津
御
蔵
屋
敷

須
賀
井
半
兵
衛
様

唐
津
御
蔵
屋
敷

　
　
　
　小
川
梅
干
之
助
様

　
　
　
　奉
指
上
口
上
覚

⑦
奉
指
上
口
上
覚

私
共
長
州
川
尻
鯨
組
仕
出
入
用
之
銀
子
三
貫
五
百
目
、
大
坂
海
部
堀
川
町
兵
庫
屋
清
左
衛
門
ゟ
借
用
仕
候
所
、

長
州
川
尻
鯨
組

差
滞
候
ニ
付
、
当
四
月
清
左
衛
門
よ
り
御
訴
訟
仕
候
ニ
付
、
急
度
相
払
候
様
被
為

　仰
付
、
則
其
節
御
請
書
指

上
候
所
、
清
左
衛
門
承
引
不
仕
、
又
々
此
度
御
訴
訟
申
上
候
ニ
付
、
急
度
返
済
仕
候
様
御
沙
汰
之
□
、
奉
畏
恐

入
、
然
共
前
段
申
上
候
通
、
当
節
難
渋
□
□
ニ
付
、
銀
子
返
済
之
手
段
外
ニ
無
御
座
候
得
者
、
無
拠
年
内
路
用

等
之
支
度
仕
、
来
春
罷
登
、
清
左
衛
門
江
対
談
仕
可
申
候
、
右
為
御
請
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
　

（
寛
政
四
年
）

子
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
子
浦
津
田
屋

茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
豊
後
屋
惣
左
衛
門

前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　同
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
子
浦
釣
分
名
頭

次
右
衛
門

八
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同
浦
名
頭

弥
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

与
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
釣
分
庄
屋

斧
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
所
大
庄
屋
並

佐
々
木
九
十
郎

　
　御
役
所
様

右
請
書
同
十
五
日
斧
左
衛
門
殿
持
参
ニ
而
被
指
出
候
、
相

（
カ
）

納
り
申
候

　
　
　
　乍
憚
口
上
書
ヲ
以
奉
申
上
候

⑧
兵
庫
屋
清
左
衛
門
訴

状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　願
人

　兵
庫
屋
清
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　相
手

　
御
領
分
呼
子
浦

金
丸
惣
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
所
津
田
屋
嘉
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　同

　
　
　
　
　
相
果
候
由
名
跡

茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　同

　
　
名
古
屋
浦
下
松
屋
休
右
衛
門

一
右
三
人
之
者
江
慥
成
証
文
ヲ
以
預
ヶ
銀
有
之
、
元
利
催
促
度
々
仕
候
得
共
、
一
向
不
取
敢
、
甚
難
渋
仕
候
、

依
之
寛
政
四
年
子
四
月
弐
通
之
願
書
奉
指
上
候
所
、
右
三
人
之
者
共
願
書
之
趣

私〻
へ〻
右〻
請〻
印〻
逐
一
被
為

　仰
付
、
三
人

之
者
ゟ
御
請
書
差
上
、
私
へ
右
証
書
御
下
ヶ
被
下
候
所
、
種
々
難
渋
申
立
、
右
之
者
共
ゟ

（
カ
）

聊
宛
差
入
、
残
銀

追
々
返
弁
可
申
段
、
申
之
候
得
共
、
何
分
三
人
之
者
共
、
当
所
へ
御
召
登
被
下
、
対
談
之
上
、
済
方
仕
候
様

被
為

　仰
付
可
被
下
段
、
御
願
奉
申
上
候
所
、
（
カ
）

聊
之
銀
子
ヲ
以
兎
角
延
引
被
致
義
、
甚
難
渋
仕
候
、
別
而九
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下
松
屋
休
右
衛
門
義
、
常
安
九
右
衛
門
手
先
ニ
罷
登
り
、
主
用
と
相
偽
、
右
銀
私
用
ニ
相
遣
候
儀
、
甚
以
不

常
安
九
右
衛
門

埒
之
者
ニ
御
座
候
、
急
度
御
吟
味
等
も
御
願
可
申
上
候
得
共
、
御
役
人
中
様
御
苦
労
可
被
遊
段
、
恐
入
差
扣

へ
罷
在
候
、
右
三
人
之
者
御
請
書
并
ニ
前
段
之
趣
、
再
願
書（

寛
政
四
年
）

子
九
月
差
上
候
所
、
其
侭
三
人
之
者
ゟ
対
談
も

不
致
相
捨
置
、
別
而
年
数
相
重
り
難
渋
之
至
ニ
奉
存
候
、
何
卒
此
段
前
段
願
之
趣
御
聞
達
し
被
下
、
急
度
対

談
済
方
仕
候
様
ニ
被

　仰
付
被
下
度
、
此
段
御
願
奉
申
上
候
、
以
上

　寛
政
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
屋
清
左
衛
門

　
　
　
　寅
六
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
ニ
付　代

　弥
兵
衛

　唐
津
御
蔵
屋
敷

　
　御
留
守
居
様

　
　
　
　奉
差
上
口
上
覚

⑨
奉
差
上
口
上
覚

一
大
坂
海
部
堀
兵
庫
屋
清
左
衛
門
方
借
用
銀
返
済
方
之
義
ニ
付
、
同
人
方
ゟ
此
度
又
々
御
訴
訟
申
上
候
故
、
罷

登
、
対
談
之
上
、
急
度
返
済
方
訳
付
候
様
、
猶
又
是
迄
延
引
仕
候
次
第
申
上
候
様
被
為
仰
付
、
奉
畏
恐
入
候
、

何
分
ニ
も
私
共
罷
登
、
清
左
衛
門
へ
対
談
可
仕
と
、

（
寛
政
四
年
）

去
々
子
冬
御
請
書
奉
差
上
候
ニ
付
、（

寛
政
五
年
）

丑
春
罷
登
候
覚
悟

ニ
而
、
路
用
等
之
手
当
仕
居
候
内
、
惣
左
衛
門
義
大
病
相
煩
、
色
々
養
生
仕
候
へ
ハ
、
少
々
ツ
ヽ
快
方
ニ
趣

候
之
処
、
又
々
去
五
月
ゟ
再
発
仕
、
既
去
冬
ハ
九
死
一
生
之
躰
ニ
而
極
々
難
義
仕
候
、
当
春
ゟ
ハ
少
ツ
丶
快

罷
成
居
候
へ
共
、
大
病
之
事
故
、
今
以

（
カ
）

寿
分
引
立
不
申
候
、
右
之
仕
合
ニ
而
、
段
々
延
引
仕
候
故
、
当
四
月

肥
後
船
天
神
丸
船
頭
ニ
為
頼
、
延
引
ニ
罷
成
候
断
状
清
左
衛
門
方
へ
差
登
候
処
、
如
何
為
達
候
哉
、
未
何
之

肥
後
船
天
神
丸
船
頭

一
〇
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返
答
茂
無
御
座
候
、
是
迄
返
済
方
打
捨
召
置
候
心
底
毛
頭
無
御
座
候
得
共
、
右
之
仕
合
ニ
而
、
延
引
仕
候
ニ

付
、
此
節
何
分
罷
登
対
談
仕
候
覚
悟
ニ
罷
在
候
へ
共
、
病
後
今
以
力
付
不
申
、
其
上
近
年
無
類
之
不
漁
ニ
而
、

難
渋
之
時
節
ニ
候
へ
者
、
路
用
銀
出
来
難
仕
、
延
引
罷
成
、
奉
掛
御
苦
労
候
段
、
重
々
奉
恐
入
候
、
津
田
屋

嘉
左
衛
門
跡
茂
兵
衛
義
ハ
、
久
々
眼
病
ニ
而
引
入
、
徘
徊
難
相
成
候
ニ
付
、
何
分
此
上
路
用
銀
等
支
度
仕
、

当
暮
迄
掛
惣
左
衛
門
罷
登
、
清
左
衛
門
へ
対
談
仕
可
申
奉
存
上
候
、
右
為
御
請
之
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
　

（
寛
政
六
年
）

寅
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　豊
後
屋　

　惣
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　津
田
屋　

　茂
兵
衛

前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
子
浦
釣
分
名
頭

　
　重
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
浦
名
頭　

　茂
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　与
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
釣
分
庄
屋　

　斧
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
浦
大
庄
屋
並

諸
岡
恵
七
郎

　御
役
所
様

一
一
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史
料
２
「
順
助
様
御
出
一
件
帳
」
文
化
八
年
未
二
月
（
請
求
記
号1

1
9
/
J
/
1

）

（
表
紙
）

「
　
　
　文
化
八
年

　
　順
助
様
御
出
一
件
帳

　
　
　
　未
二
月

　
　
　世
戸
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　」

（
表
紙
裏
）

「
小
川
島
此
度
詰
合
覚

　
　大
庄
屋

　世
戸
与
一
始
終
詰
切

　
　
　
　
　加
唐
島
庄
屋

二
月
十
三
日
ゟ

同
廿
日
昼
迄
詰

　嘉
平
次

　
　二
月
十
五
日
ゟ
廿
二
日
迄
詰

加
部
島
庄
屋

　俊
助

　
　
　
　
　
　
　
　同
十
四
日
ゟ
十
八
日
迄
詰

馬
渡
島
庄
屋

　敬
作

　
　二
月
十
三
日
詰
居
申
候

波
戸
村
庄
屋

　又
左
衛
門

　
　
　
　
　
　浦
分
庄
屋
病
気
ニ
て
詰
な
し

　
　名
代
同
十
三
日
十
四
日
詰
居
申
候

串
村
庄
屋

　
　喜
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　」

二
月
六
日
夜
、
矢
嶋
団
平
様
御
屋
鋪
へ
被
召
被
仰
付
候
者
、
近
々

　若
殿
順
助
様
小
川
島
鯨
見
物
被
仰
出
候
間
、

小
川
島
鯨
見
物

諸
事
先
年

　左
京
様
御
出
之
節
同
様
ニ
相
心
得
、
手
当
致
置
候
様
、
且
又
中
尾
虎
之
助
方
へ
も
懸
合
、
　御
覧

所
掃
除
等
心
懸
置
候
様
可
申
通
候
旨
仰
渡
候
ニ
付
、
御
日
限
并呼子
迄
ハ

◦
御
陸
地
歟
、直
ニ御
船
歟
之
訳
奉
伺
候
得
共
、
未

其
儀
不
相
分
、
追
而
御
沙
汰
之
由
被

　仰
付
候

一
二
月
七
日
別
紙
之
通
御
状
ニ
而
被
仰
付
候

　
　順
助
様
近
々
小
川
島
為
鯨
御
見
物
御
出
被

　仰
出
候
ニ
付
、
上
通
夜
具
八
人
分
・
中
同
七
人
分
・
下
同
九

一
二
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人
分
、
右
島
庄
屋
方
へ
用
意
可
致
候
、
且
御
湯
殿
道
具
者
中
尾
甚
六
方
ニ
而
借
用
可
致
候
、
庄
屋
宅
畳
不

中
尾
甚
六
方

宜
候
ハ
丶
、
其
方
宜
敷
可
取
斗
候
、
諸
事
先
年
左
京
様
御
出
之
節
之
通
、
相
心
得
可
申
候
、
以
上

　
　
　二
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
官
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　名
古
屋
組
大
庄
屋
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
浦
分

　
　一
海
士
分

一
御
船
牽
船
六
艘

　内

　
　
　一
加
部

　
　一

（
波
）

は
戸

御
船
牽
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
小
川

　
　一
加
唐

　
　但
御
乗
船
若
永
楽
丸
之
時
ニ
ハ
牽
船
一
倍
増
手
当
之
事

一
小
川
島
高
辻
へ
通
候
道
筋
手
入
之
事
、
其
島
人
足
為
拵
候
事

　
　
　但
波
戸
御
上
場
土
俵
右
同
断
之
事

一
御
供
下
宿
先
年
御
出
之
通
手
当
致
置
候
事

一
御
賄
方

　御
上
通
ハ
御
手
賄
歟
、
其
外
ハ
納
屋
方
引
受
歟
、
先
例
取
調
候
事

一
組
合
庄
屋
役
割
之
事

　
　但
組
合
庄
屋
詰
所
壱
軒
手
当
之
事

　
　
　前
広
諸
事
世
話
役
加
唐
島
庄
屋
嘉
平
次
受
持

一
諸
入
用
之
品
々
先
例
之
通
、
小
川
島
ニ
而
相
調
、
用
弁
差
支
不
申
様
取
斗
之
事

　
　但
夜
具
其
外
諸
道
具
類
、
島
方
ニ
而
不
足
之
分
ハ
、
早
々
取
調
被
申
出
候
事

一
高
島
ゟ
小
川
迄
御
船
引
舟
組
合
割
合
之
事

一
三
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一
浦
分
ニ
而
蚫
五
十

（
カ
）

貝
程
も
用
意
申
付
置
候
事

　〆
組
合
庄
屋
出
会
之
上
申
談
ス

　
　
　二
月
七
日

近
々
順
助
様
為
鯨
御
見
物
小
川
島
へ
御
出
被
為
仰
出
候
、
御
滞
留
中
御
給
使
ニ
各
御
子
息
両
人
被
相
勤
候
様
御

心
懸
置
可
被
成
候
、
日
限
者
差
懸
可
申
遣
候
間
、
無
間
違
様
御
取
斗
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　恵
十
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　又
左
衛
門
殿

順
助
様
近
々
小
川
島
鯨
為
御
見
物
御
出
ニ
付
、
賄
之
儀
者
先
年
左
京
様
御
出
之
通
、
相
心
得
可
取
斗
候
、
且

上
ヶ
畳
之
儀
茂
、
是
亦
前
条
之
通
相
心
得
可
申
候
、
御
滞
留
中
者
其
方
相
詰
、
火
之
元
夜
前
受
会
、
夜
中
茂
火

之
用
心
廻
等
為
致
可
申
候
、
以
上

　
　
　二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
代
官
役
所

　右
之
通
被

　仰
付
候
ニ
付
、
左
様
御
承
知
御
取
斗
可
被
成
候
、
且
又
上
ヶ
畳
儀

（
そ
こ
カ
）

□
□
元
有
之
候
哉
、
若
無
之

候
ハ
丶
、
其
段
申
上
候
ニ
付
、
此
状
着
次
第
、
否
如
飛
為
御
知
可
被
成
候

一
御
飯
料
之
儀
、
被
申
聞
候
得
共
、
此
方
ニ
も
無
之
候
ニ
付
、
宜
敷
米
其
元
ニ
而
御
買
入
御
用
意
置
可
被
成
候
、

以
上

一
四
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　二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
戸
与
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　五
郎
左
衛
門
殿

順
助
様
明
朝
水
御
門
ゟ
御
乗
船
ニ
鯨
為
御
見
物

　御
出
被
為
遊
候
旨
御
沙
汰
有
之
候
、
其
旨
御
承
知
可
被
成
候
、

水
御
門

尤
風
波
ニ
ゟ
御
上
陸
呼
子
ゟ
御
渡
海
難
斗
候
、
左
様
御
心
得
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾
甚
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
納
屋
へ

右
之
通
被

　仰
付
候
旨
、
大
納
屋
ゟ
為
知
来
候
、
且
又
御
談
所
ゟ
も
右
之
通
御
沙
汰
御
座
候
、
諸
道
具
等
明
朝

間
ニ
合
候
様
御
取
斗
可
被
成
候
、
組
合
庄
屋
衆
も
早
々
御
出
役
御
申
付
可
被
下
候
、
私
壱
人
ニ
而
取
斗
間
ニ
合

（
可
カ
）

不
申
候
様
、
宜
敷
御
取
斗
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

カ
）

別
紙
ニ
此
間
懸
合
候
御
湯
屋
道
具
之
儀
、
明
日
大
殿
様
中
尾
へ
御
入
ニ
付
、
差

支
可
申
哉
ニ
奉
存
候
、
尤
成
丈
生
嶋
ニ
て
借
用
仕
候
様
ニ
御
申
候
得

　
　
　

生
嶋

懸
合
候
分
御
心
懸
置
可
被
下
候
旨
□
□
□

　
　
　二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
島
庄
屋

五
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　世
戸
与
一
様

御
手
紙
拝
見
仕
候
、
　順
助
様
明
日
当
浦
ゟ

　
　
　
　御
船
清
飛
丸
ゟ

◦
小
川
御
渡
海
之
由
ニ
而
、
御
船
者
今
般
七
つ
時
当
浦
へ
乗
込
ニ

相
成
居
申
候
、
尤

　大
殿
様
も
明
朝
当
所
御
茶
屋
御
見
分
御
出
被
為
遊
、
中
尾
甚
六
方
ニ
而
御
昼
被
為
遊
、
直

ニ
御
帰
城
之
旨
被
仰
付
候
、
為
御
心
得
、
此
段
茂
為
御
知
申
進
候
、
以
上

一
五
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　二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
子
庄
屋

中
江
庄
平

　
　
　
　
　
　世
戸
与
一
様

前
条
之
通
ニ
付
、
御
船
牽
船
ハ
此
間
刻
之
通
、
明
朝
六
つ
半
時
高
島
へ
相
揃
候
様
申
触
、
組
合
庄
屋
中
并
御
給

使
も
右
同
様
小
川
島
へ
被
相
揃
候
様
申
触
候
、
以
上

　
　
　二
月
十
二
日
夜

順
助
様
小
川
島
鯨
為
御
見
物
御
出
被

　仰
出
候
、
尤
今
晩
迄
ニ
鯨
掛
取
候
旨
、
注
進
有
之
候
得
者
、
明
朝
右
島

へ

　御
渡
海
之
旨
、

（
カ
）

御
尤
候
所
被
仰
出
候
、
且
呼
子
村
迄
者
御
陸
被
為
入
候
間
、
大
小
庄
屋
・
名
頭
御
案
内
相

勤
可
申
候
、
御
道
筋
并
刻
限
等
之
儀
者
相
分
候
上
、
尚
又
為
触
可
申
候
条
、
可
得
其
意
候
、
以
上

　
　
　二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
代
官
役
所

　
　
　
　唐
津

　佐
志

　馬
部

　打
上

　赤
木

　
　
　
　名
古
屋

　各
組
々
大
庄
屋
江

此
御
触
書
二
月
十
三
日
四
つ
時
過
相
達
、
我
等
早
々
順
助
様
御
案
内
ニ
出
浮
候
後
ニ
到
来
、
無
其
詮
事

一
二
月
十
三
日
御
昼
休
、
中
尾
甚
六
方
ニ
て
相
済
、
御
渡
海
被
為
遊
候
得
共
、
御
賄
方
御
役
人
衆
間
ニ
合
不
申

候
故
、
御
上
通
も
村
方
ゟ
同
夜
ハ
為
仕
候

　但
御
膳
衆
通
一
式
中
尾
甚
六
方
ゟ
差
向
来
候

　
　御
湯
殿
道
具
ハ
、
　殿
様
同
日
御
入
ニ
候
差
支
、
中
尾
方
ゟ
口
入
ニ
て
生
島
仁
左
衛
門
方
ゟ
来
候
、
其
外

生
島
仁
左
衛
門

一
六
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不
足
之
品
々
ハ
組
合
ニ
て
間
ニ
合
セ
候
、
△
御
入
相
済
候
後
、
御
湯
殿
道
具
不
残

中
尾
方
ゟ
為
持
遣
候

一
二
月
十
三
日
朝
七
つ
時
御
立
九
つ
時
頃
呼
子
御
乗
出
、
牽
船
六
艘
、
外
ニ
御
案
内
船
、
我
等
事
小
浜
崎
ゟ
御
案
内
相
勤
候
、

鯨
組
方
ゟ
も
鯨
船
三
艘
追
々
牽
船
間
ニ
合
来
候
、
△
庄
屋
宅
座
敷
御
設
、
新
き
畳
村
方
ニ
て
取
斗

毛
せ
ん
御
褥
ハ
中
尾
方
ゟ
来
候
、
上
ヶ
畳
な
し

　
　但
納
屋
方
御
出
役
も
壱
人
、
鯨
船
ゟ
御
案
内
ニ
平
瀬
の
前
迄
御
出
浮
有
之
事

一
同
日九つ
時
過御上
陸
、
直
ニ
庄
屋
宅
へ
御
入
、
少
御

（
休
）

体
之
後
、
大
納
屋
并
ニ
油
壺
場
・
骨
納
屋
・
筋
納
屋
・
道
具
納

大
納
屋
な
ど
御
覧

屋
等
夫
々
御
覧
相
済
、
夫
ゟ
山
見
物
、
万
崎
江
御
見
物
相
済
、
庄
屋
宅
へ
御
入
ニ
相
成
候

一
御
本
陣
壱
軒
庄
屋
宅
、
下
宿
者
（
御
中
間
斗
宿

兵
助
様
御
供
衆

　
　林
右
衛
門
所

嘉
蔵
弐
軒
手
当

　
　
　
　但
組
合
庄
屋

我
等
宿
所
友
五
右
衛
門
所

別
ニ
壱
軒
手
当
候
也

一
御
上
通
御
賄
方
ハ
呼
子
へ
申
遣
、
手
当
可
仕
候
ニ
付
、
使
船
借
呉
候
様
、
中
尾
手
代
　
　
　
　兵
八
と
申
者

◦
相
頼
候
様
借
遣
候
也

中
尾
手
代

　
　但
先
達
而
御
賄
方
之
儀
、
小
川
庄
屋
ゟ
中
尾
方
へ
為
懸
合
候
処
、
先
年
之
記
録
相
改
見
可
申
候
、
譬
御
賄

方
一
式
、
甚
六
方
ゟ
引
受
候
様
相
成
候
共
、
納
屋
方
不
入
行
届
不
申
候
共
、
薪
・
野
菜
・
人
足
・
料
理

方
等
之
儀
ハ
、
何
分
村
方
ゟ
世
話
致
遣
呉
候
様
相

（
カ
）

済
候
儀
者
、
如
何
様
共
可
得
御
相
談
方
相
頼
候
故
、

庄
屋
ゟ
も
随
分
其
儀
い
か
様
共
差
支
不
申
取
斗
致
セ
遣
旨
ニ
相
答
候
旨
承
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　△
是
ハ
左
京
様
へ
□
付
方
賄
ニ
付
、
此
度
も
古
格
之
通
、

尤
御
上
通
諸
道
具
ハ
何
品
も
不
残
中
尾
方
ゟ
来

一
二
月
十
四
日
献
上
物

　
　蚫（

干
カ
）

十
貝

　
　
　
　
　若
布

　
　
　
　小
磯
物

　
　山
薯
五
本

　
　
　さ
ゐ
三
十

　
　
　
　以
上

一
七
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　△
中
尾
方
ゟ
ハ
御
上
并
御
次

　御
賄
方
其
外
御
附
衆
迄
差
上
物
有
之
候

御
上
ニ
ハ
、
大
鯛
五
枚
・
大
蚫
十

　平
樽
壱
つ
上
ル

　
　右
組
合
献
物
之
内
、
山
薯
五
・
蚫
五
・
さ
ゐ
七
・
若
布
少
、
外
中
尾
献
鯛
二
■
御
城
江
被
献
候

一
十
四
日
朝
ゟ
雨
天
、
早
朝
納
屋
ゟ
嶽
御
見
物
候
筈
ニ
て
、
恵
美
須
崎
迄
御
出
有
之
候
得
共
、
降
雨
強
御
引
帰

被
遊
候

　
　△
此
節
俄
の
雨
故
、
大
庄
屋
ハ
傘
御
免
ニ
て
さ
し
御
案
内
申
上
候
、
庄
屋
ニ
ハ
其
沙
汰
な
し

　同
八
つ
時
過
ゟ
万
浜
磯
ニ
御
出
遊
、
小
貝
類
為
御
取
被
遊
候
、
併
汐
時

（
カ
）

迫
り
取
不
申
候
、
村
方
人
足
四
人
出

て
為
取
可
申
候
、
此
節
御
供
之
御
人
数
左
之
通

　△
当
日
呼
子
御
肴
代
簗
井
繁
様
御
機
嫌

窺
ニ
御
見
被
成
候
、
嶋
方
賄
な
し

　御
上
御
壱
人
様

　
　
　御
供

　
　
　御
子
様
付

　
　三
崎
積
之
丞
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
小
姓

　
　
　牧
田
遠
治
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岡
部
熊
弥
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
根
清
蔵
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　宮
本
文
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
物
頭

　
　
　戸
田
兵
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
医
師

　
　
　堀
玄
篤
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
賄
方

　
　
　植
木
幸
治
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
料
理
人

　
　池
田
仲
助
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　戸
田
兵
助
様
御
供
加
藤
太
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
崎
与
八
殿

一
八
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　御
草
履

　合
羽
籠
持

御
茶
弁
当
持

御
中
間
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　戸
田
兵
助
様
下

　壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
付
下

　
　
　弐
人
隼
助

新
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀
玄
篤
様
下

　
　壱
人

　江
戸
町
家
の
者
の
よ
し

　
　
　
　蹴
鞠
師
也

詰
所
ハ
御
次
衆
並
也

　嶋
村
久
蔵
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
同
人
太
夫
下
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　三
崎
積
之
丞
様
下
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御

（
カ
）

付
主

　
　
　
　平
村
節
斎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　拓
植
玄
達
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
崎
清
益
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　広
瀬
伝
斎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
徒
目
付

　
　
　岩
瀬
伴
蔵
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　御
下
男
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
月
十
三
日
夕
ゟ
朝
迄

　
　
　
　
　
　
　二
賄

　山
上
藤
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　右
同
断

　
　
　
　
　御
下
男
壱
人

　
　
　
　御
人
数
〆
三
十
人

　
　此
訳

　御
上
御
壱
人
様

　
　二
月
十
三
日
夕
壱

　
　御
賄
仕
候

　
　
　
　
　
　弐
人

　岩
藤
四
郎
殿

　二
月
十
三
日
夕
ゟ
朝
迄

御
下
男

四
賄

一
九
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　 (

廿
七
人
内
四
人

　二
月
十
三
日
夕
ゟ
同
十
八
日
夕
迄

小
川
島
ニ
て
御
賄
仕
候

尚
残
廿
三
人

　
　
　
　〆

　
一
松
野
尾
熊
作
様
二
月
十
四
日
加
唐
嶋
ゟ
御
越
被
成
候
得
共
、
又
々
御
引
返
ニ
付
、
小
川
御
賄
な
し

　
一
同
十
五
日
雨
天
北
風
、
鯨
も
一
向
不
相
見
、
空
御
滞
座
也

　同
日
昼
九
つ
半
時
頃
自
御
城

　御
使
者
御
小
姓
松
野
尾
八
十
郎
様
、
飾
雁
一
羽
・同
白
鷺
壱
羽
・御
菓
子
と
見
し

御
包
壱
つ
御
持
参
被
差
上
候
、
并
鉄
炮
小
筒
壱
つ
為
御
持
被
遊
候
而
御
留
置
候
也
、
八
十
郎
様
ハ
呼
子
御

（
カ
）

昼

ニ
て
御
渡
海
、
直
ニ
御
帰
り
、
御
乗
船
ハ
納
屋
方
ゟ
鯨
船
出
ル

　但
右
之
雁
・
鷺
共
ニ
其
夜
直
ニ
御
料
理
ニ
て
上
下
共
ニ
御
賞
翫

　
一
同
十
六
日
北
風
烈

　■
御
沙
汰
□
鯨
漁
（
カ
）
人
共
能
続
候
得
者
、

殿
様
被
為
渡
候
諸
事
御
手
配
之
由
承
之
、

鯨
船
不
残
上
陸

　同
日
為
日
和

（
カ
）

悪
、
於
明
神
社
前
羽
指
并
船
之
者
・
納
屋
方
共
相
撲
為
取
候
旨
ニ
て
御
覧
被
為
仰
、
四
つ
時
頃

羽
指
な
ど
相
撲

ゟ
御
出
、
社
頭
御
座
ニ
て
御
覧
被
為
遊
、
為
御
褒
美
四
十
入
樽
壱
つ
・
鯣
三
十
枚
被
下
之
候

　但
社
内
掃
除
、
形
屋
・
社
中
其
外
ニ
共
、
敷
物
等
何
も
組
方
ゟ
仕
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　◦
但
拝
殿
の
四
方
宮
幕
を
打
廻
し
、
余
ハ

◦
村
方
構
無
之
事
、
御
座
御
褥
ハ
庄
屋

宅
ヘ
中
尾
ゟ
来
居
候
を
為
御
持
被
為
遊
候
、
中
通
ハ
床
二
帖
ニ
敷
物
い
た
し
有
之
、
浦
方
御
手
代
并
御
供

衆
座
定
り
居
候
得
共
、
御
徒
横
目
岩
瀬
伴
蔵
殿
ゟ
指
図
被
致
候
而
、
床
ハ
御
除
被
成
候
而
、
地
上
ニ
畳
、

其
上
ニ
縁
座
敷
御
見
物
有
之
候
、
当
時
庄
屋
并
□
□
中
尾
甚
六
・
勝
木
定
兵
衛
ハ
右
同
様
表
通
ニ
一
畳
ニ

並
居
、
其
後
ニ
御
横
目
岩
瀬
伴
蔵
殿
・
浦
方
御
手
代
藤
田
藤
次
殿
・
同
仮
御
役
川
瀬
嘉
十
郎
殿
壱
畳
ニ
、

二
〇
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其
後
ニ
戸
田
兵
介
様
御
供
加
藤
太
左
衛
門
殿
・
山
崎
与
八
殿
右
之
通
座
席
也
、
是
ハ
納
屋
方
ゟ
の
相
撲
故
、

中
尾
・
勝
木
も
表
座
と
見
ル
、
我
等
も
御
案
内
、
且
御
用
弁
の
為
と
見
ル

　
　右
相
撲
相
済
、
御
上
被
下
拝
樽
羽
指
共
へ
於
御
前
中
尾
甚
六
頂
戴
之
上
、
披
露
い
た
し
、
羽
指
共
不
残

頂
戴
之
上
、
太
鼓
を
打
、
納
屋
歌
三
奏
、
其
後
羽
指
共
諸
肌
を
脱
、
太
鼓
を
打
、
起
舞
申
候
、
可
笑
事
也
、

納
屋
歌
三
奏

其
後
直
ニ
庄
屋
宅
へ
御
入
、
御
昼
御
支
度
被
遊
候

　同
御
昼
後
、
御
殺
生
の
為
、
赤
浦
迄
御
出
遊
被
遊
候
得
共
、
烈
風
故
、
御
猟
物
も
無
之
、
其
侭
御
引
返
被
遊
候

一
同
十
七
日
東
北
風
烈
天
常
曇
無
雨

　四
つ
時
頃
鯨
来
、
山
頭
斥
候
告
之
、
出
御
座
を
被
転
、
山
見
の
所
へ
御
上
被
遊
候
処
、
勢
子
船
両
傍
ニ
列
リ
、

加
部
鶴
田
の
岬
ゟ
座
頭
二
本
を
追
駈
す
、
然
共
風
烈
し
て
淀
の
内
難
設
網
よ
し
ニ
て
、
加
唐
の
前
面
、
松
島

座
頭
二
本

　淀
の
内

の
表
ニ
当
テ
網
を
設
ん
と
追
駈
す
れ
と
も
、
鯨
逆
し
て
波
戸
岬
の
か
た
へ
走
り
、
又
駈
り
て
松
島
ニ
向
て
去

ル
、
風
烈
波
さ
か
ま
い
て
、
網
を
運
ふ
こ
と
あ
た
わ
す
、
鯨
逃
下
り
、
西
の
か
た
へ
落
走
り
ぬ
故
に
、
む
な

し
く
御
帰
座
候
也

　
　但
山
見
所
へ
毛
氈
御
褥
縁
取
を
御
も
た
セ
、
其
外
茶
具
な
し
、
遠
目
鑑
ハ
別
ニ
壱
本
納
屋
方
ゟ
為
持
来
候

遠
目
鑑

一
同
十
八
日
晴
天
北
風
、
御
昼
前
御
出
遊
無
之
候

　
　△
今
朝
名
古
屋
御
番
代
井
上
官
蔵
様
御
機
嫌
窺
ニ
御
見
被
成
候
、
昼
支
度
御
頼
ニ
付
、
下
宿
医
師
宅
ニ
て

上
下
三
人
御
支
度
差
出
ス
、
旅
籠
料
上
壱
賄
ニ
三
十
文
、
中
十
五
文
、
下
十
文
御
定
通
ニ
受
取
申
候

　
　
　同
九
つ
半
時
頃
自
御
城

　御
使
◦
小
姓

三
好
鋒
五
郎
殿
、
呼
子
ニ
て
昼
御
支
度
後
御
出
、
此
元
御
賄
な
し

二
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　但
御
土
産
物
ハ

（
カ
）

觜
弐
本
御
贈
被
遣
候
也
、
当
日
直
ニ
御
引
返
被
成

　
　
　同
刻
限
呼
子
御
番
代
簗
井
繁
様
御
機
嫌
伺
御
出
被
成
候
、
是
も
御
賄
な
し
、
直
ニ
御
引
取
也
、
同
八
つ

半
頃
、
先
日
御
泊
・
御
滞
留
之
戸
田
兵
介
様
御
帰
也
、
上
下
四
人
御
賄
方
減
ル

　此
間
中
御
賄
方
ニ
当
所
賄
方
ニ
買
入
居
候
諸
魚
御
取
被
成
候
分
、
如
何
取
斗
候
哉
之
旨
御
尋
ニ
付
、
先
年
左

賄
方
ニ
買
入
の
諸
魚

京
様
御
出
方
儀
、
栄
三
郎
様
御
出
支
度
共
、
諸
肴
当
初
ゟ
一
切
買
上
不
申
候
故
、
御
払
方
之
例
、
私
共
存
不

申
候
、
已
前
両
度
之
御
出
ハ
御
滞
留
中
諸
肴
相
納
候
様
、
最
寄
之
浦
々
へ
浦
山
方
御
役
所
ゟ
御
触
御
座
候
ニ

付
、
（
偶
）

玉
々
納
来
候
而
、
御
用
弁
相
済
居
申
候
、
併
此
度
指
上
候
分
も
御
買
上
ニ
被
仰
付
候
ハ
丶
、
御
指
図

次
第
ニ
申
分
無
御
座
候
、
若
又
諸
魚
納
定
式
を
以
、
代
銭
被
下
候
訳
ニ
御
座
候
ハ
丶
、
当
所
ゟ
相
納
訳
被
御

聞
候
故
、
其
浦
々
納
ニ
御
立
被
下
候
而
、
当
所
ニ
買
入
候
代
銭
ハ
、
元
直
段
其
浦
々
ゟ
私
共
方
へ
返
来
候
様
、

其
浦
々
庄
屋
へ
浦

（
カ
）

山
方
ゟ
御
沙
汰
被
下
候
様
御
斗
可
被
下
候
、
左
無
御
座
候
而
ハ
、
已
来
右
躰
之
極
ニ
相
成

候
而
ハ
、
漁
事
無
之
所
ニ
も
肴
相
納
候
振
合
ニ
相
成
候
旨
、
申
立
候
処
、
御
聞
届
、
納
屋
方
浦
御
手
代
衆
へ

御
懸
合
、
元
当
所
へ
買
入
候
浦
々
へ
御
状
を
以
被
仰
付
候
故
、
其
分
代
銭
ハ
引
除
払
入
不
申
候

　同
夜
中
尾
方
ゟ
太
鼓
・
小
鼓
御
取
寄
御（

語
カ
）

認
拍
子
等
有
之
候
、
当
日
中
尾
方
品
々
献
物
有
之

一
同
十
九
日
雨
、
北
風

　九
つ
時
頃
前
海
ニ
鯨
来
由
、
告
有
之
、
山
見
所
ヘ
御
転
座
有
之
、
魚
ハ
ナ
ガ
ス
也
、
淀
の
中
へ
入
候
得
共
、

ナ
ガ
ス

　淀
の
中

息
長
し
て
魚
先
不
相
分
、
不
設
網
奔
申
候
、
折
節
強
雨
故
、
御
案
内
簑
笠
御
免
也
、
八
つ
時
中
尾
方
ゟ
御
樽

其
外
品
々
献
上
物
有
之
候
、
今
日
迄
大
底
日
々
献
物
い
た
し
候

　同
暮
七
つ
時
頃
ゟ
大
西
風
終
夜
困
候
、
雨
歇

二
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一
同
廿
日
西
風
晴
天
寒

　同
九
つ
時
北
海
沖
に
鯨
来
候
由
ニ
て
、
山
見
ニ
標
を
上
候
得
共
、
ナ
カ
ス
ニ
て
勢
子
船
追
駈
不
相
成
候
て
、

ナ
カ
ス

間
も
な
く
奔
た
り

　同
七
つ
半
時
頃
勢
子
船
入
方
御
覧
被
遊
度
旨
ニ
て
御
出
有
之
、
御
覧
所
ゟ
御
見
物
有
り
、
勢
子
船
三
遷（

高
声
の
意
カ
）

行
荘

を
な
し
、
追
駈
の
皃
を
な
せ
り
、
暮
時
御
入
ニ
な
る

　今
朝
御
贈
物
桐
油
包
二
ツ
呼
子
ゟ
送
輸
ル
、
昨
夜
呼
子
ニ
至
候
得
共
、
風
烈
波
高
し
て
、
舟
不
浮
延
引
也
、

壱
包
ニ
ハ
鴨
一
羽
、
一
包
ニ
ハ
鶏
卵
五
十
入
也
、
但
付
札
ニ
御
小
納
戸
ゟ
御
子
付
三
崎
関
之
丞
殿
当
ニ
来
ル

一
同
廿
一
日
天
晴
西
風
寒

　朝
四
つ
時
過
、
中
尾
方
ゟ
献
物
、
あ
さ
り
貝
数
十
・
大
松
露
数
十
・
め
は
る
数
十
・
鱸
魚
二
尾
・
重
の
内
一
包
指

上
候

　九
つ
時
頃
沖
ノ
方
鯨
来
候
由
、
山
見
ゟ
告
之
、
昼

（
カ
）

暇
後
御
出
有
之
候
処
、
魚
道
能
来
り
、
輙
く
小
泊
の
沖
、

か
り
尾
の
は
な
ニ
て
網
ニ
か
ゝ
り
、
連
魚
セ
ビ
弐
本
共
一
所
ニ
か
ゝ
り
、
勢
子
船
の
働
方
鯨
の
波
を
躍
セ
候

連
魚
セ
ビ
弐
本

所
ま
て
よ
く
御
覧
候
而
、
暫
庄
屋
宅
へ
御
入
、
夕
御
飯
申
候
其
間
ニ
鯨

（
カ
）

免
瀬
の
方
へ
漕
来
候
ニ
付
、
又
々
山
見
へ
御
上
り

間
近
く
相
成
候
而
、
夫
ゟ
納
屋
御
覧
所
へ
御
入
被
遊
候
、
鯨
漕
入
候
節
ニ
ハ
、
惣
船
行
荘
を
な
し
、
剣
を
刺

候
様
子
を
な
し
、
羽
指
一
同
剣
を
挙
け
、
牽
来
候
鯨
に
突
立
候
、
夫
ゟ
手
形
を
明
け
、
大
索
を
加
へ
轆
呂
ニ

巻
寄
候
ま
て
御
見
物
、
黄
昏
ニ
至
候
而
、
御
入
被
遊
候
、
鯨
は
引
寄
候
斗
に
て
不
解
、
只
背
を
割
き
、
熱
気

を
発
し
候
は
か
り
也

二
三

─ 182 ─

肥
前
国
小
川
島
捕
鯨
の
関
係
史
料



史料集・A5版 tombow（頭註レイアウト） : 2021/3/10(12:57)

　此
日
時
々
雪
を
雨
す

　△
明
日
和
波
ニ
候
へ
ハ
、
鯨
解
済
候
後
、

御
帰
帆
の
よ
し
、
今
夜
御
沙
汰
有
之
候

一
同
廿
二
日
晴
天
西
風

　朝
六
つ
時
ゟ
昨
夕
の
鯨
を
解
く
候
を
為
御
覧
、
納
屋
場
へ
御
出
有
之
、
於
御
覧
所
ニ
中
尾
方
ゟ
御
吸
物
・
御

昨
夕
の
鯨
を
解
く

酒
等
差
出
、
組
中
返
上
也
、
其
後
鯨
御
煎
焼
等
被
召
上
候

　
　今
朝
御
案
内
ハ
、
拙
者
儀
、
夜
前
ゟ
持
病
ニ
付
、
名
代
加
部
嶋
庄
屋
俊
助
被
出
、
当
島
庄
屋
と
両
人
也

　同
五
つ
時
過
、
庄
屋
宅
へ
御
入
、
朝
御
膳
被
召
上
、
又
鯨
場
へ
御
出
被
遊
候
、
御
賄
方
も
諸
品
御
持
出
被
成

候
而
、
御
酒
等
被
召
上
候
、
昼
御
支
度
も
上
下
不
残
持
出
ニ
て
御
覧
所
ニ
て
御
支
度
被
成
候

　同
九
つ
時
頃
、
此
間
呼
子
へ
乗
廻
居
候
清
飛
丸
乗
来
候
故
、
御
帰
船
之
用
意
被
仰
付
候

　同
八
つ
時
頃
庄
屋
御
宅
へ
御
入
御
帰
申
候
、
御
出
立
被
遊
候
所
へ
水
の
浦
へ
鯨
来
候
注
進
有
之
候
、
又
々
小

嶽
迄
御
登
被
遊
候
得
共
、
鯨
行
方
不
相
知
、
山
見
の
苫
を
も
下
候
故
、
御
引
取
被
遊
、
神
社
の
辺
へ
御
出
懸

鯨
行
方
不
相
知

被
遊
候
所
、
山
見
又
苫
を
挙
候
故
、
夫
ゟ
又
々
山
見
所
へ
御
上
被
遊
候
所
、
鯨
ハ
ま
ん
崎
の
地
近
く
来
候
故
、

暫
御
暇
被
遊
候
得
共
、
行
衛
不
相
知
手
間
取
候
故
、
直
ニ
御
下
、
御
乗
舟
被
遊
候

　我
等
加
部
・
宮
崎
御
案
内
罷
出
候
所
、
呼
子
村
庄
屋
・
名
頭
来
候
故
、
引
替
り
各
引
取
申
候
、
若
殿
様
ハ
今

夜
呼
子
中
尾
甚
六
方
ニ
御
止
宿
被
為
遊
候

一
右
御
賄
方
其
外
後
仕
舞
、
加
唐
庄
屋
嘉
平
次
・
加
部
庄
屋
俊
助
小
川
ニ
越
、
被
取
調
候
様
申
談

　
　但
中
尾
方
ゟ
ハ

　若
殿
様
へ
小
骨
大
一
切
・
間
の
身
上
仝
・
背
の
身
上
仝
・
尾
羽
毛
上
仝
・
百
尋
上
仝
煮
・
豆

わ
た
上
仝
煮
・
い
か
わ
た
上
仝
煮

　
　
　其
外
御
供
御
銘
々
様
へ
皮
・
赤
身
等
菰
包
札
付
を
上
有
之
、
御
中
間
并
御
供
御
家
来
迄
也

二
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一
今
朝
五
つ
時
過
自
御
城
御
使
者
小
林
初
十
郎
様
御
出
、
御
土
産
鴨
三
羽
の
よ
し
、
御
口
上
相
済
直
ニ
納
屋
船

ゟ
御
引
取
被
遊
候

　二
月
廿
二
日
卒
事
、
去
ル
十
三
日
ゟ
当
日
迄
相
渡
、
十
日
小
川
へ
相
詰
諸
事
取
斗
、
首
尾
相
済
候
也

　諸
雑
費
調
方
者
小
川
島
庄
屋
五
郎
左
衛
門
・
加
唐
島
庄
屋
嘉
平
次
・
加
部
嶋
庄
屋
俊
介
へ
懸
り
役
申
談
為
取

諸
雑
費
調
方

斗
候
也
、
別
帳
面
有
之
事

　
　但
薪　　
　炭
・
＼

是
ハ
御
上
ハ
別
也

茶

◦
野
菜
・
灯
油
等
一
切
御
払
無
之
事
、
御
上
へ
外
村
賄
差
上
候
得
共
、
御
払
候
儀
ハ
候
へ
共
、
其
節

御
沙
汰
無
之
事

　
　
　御
酒
御
買
上
斗
ニ
て
、
村
方
ゟ
ハ
一
切
不
差
出
候
事

一
御
酒
御
売
上
之
分
取
調
書
上
候
様
仰
付
候
ニ
付
、
其
後
小
川
庄
屋
ゟ
申
上
候
処
、
書
上
候
通
御
払
有
之
候
、

御
酒
御
売
上
之
分

外
ニ
御
賄
入
用
ニ
成
御
豆
腐
代
も
同
時
ニ
被
下
候
也

一
同
五
月
十
四
日
御
代
官
御
役
所
様
ゟ
左
之
通
申
来
候

　順
助
様
先
達
而
小
川
島
御
出
之
節
之
賄
代
吟
味
役
所
ゟ
相
渡
候
間
、
受
取
手
形
差
出
受
取
可
申
候
、
以
上

　
　
　五
月
十
四
日

　追
而
壱
賄
五
十
銅
之
積
を
以
請
取
手
形
相
認
可
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
官
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　名
古
屋
組
大
庄
屋
へ

右
之
通
申
来
候
、
十
六
日
取
調
、
同
十
七
日
小
川
島
庄
や
受
取
持
参
可
致
候
也

二
五
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　覚

一
銭
三
拾
四
貫
四
百
文

　
　但
二
月
十
三
日
御
賄
ゟ
同
廿
二
日
昼
御
賄
迄

　此
御
賄
数
六
百
八
拾
八
賄

　
　
　
　
　
　
　
　壱
御
賄
ニ
付
五
拾
文
宛

右
者
当
二
月

　順
助
様
御
出
之
節
、
於
小
川
島
御
上
中
下
御
賄
仕
候
分
御
賄
料
被
下
置
、
難
有
慥
ニ
受
取
申
上

候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　

（
文
化
八
年
）

未
五
月
十
七
日

　
　
　
　
　

名
古
屋
組
大
庄
屋

　
　世
戸
与
一

御
吟
味
方

　御
役
所
様

右
之
通
相
認
差
出
ス
、
被
下
銭
ハ
直
ニ
小
川
へ
相
渡
、
諸
雑
費
ニ
入

　
　
　
　此
節
雑
費
左
之
通

此
節
雑
費

元
百
五
十
四
匁
八
分
八
厘

　一
八
○
百
七
十
匁
三
分
七
厘

　
　
　五
郎
左
衛
門
取
か
へ
元
利

元
百
十
七
匁
五
分

　一
同
百
廿
九
匁
弐
分
五
厘

　
　
　大
納
屋
ゟ
米
五
俵
買
入
代
元
利

元
百
壱
匁
六
厘

　一
同
百
七
匁
壱
分
二
厘

　
　
　
　小
払
物
五
郎
左
衛
門
取
か
へ
払
分
元
利

二
六
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　一
同
廿
四
匁
五
分

　
　
　
　
　米
壱
俵
代
小
川
酒
場
へ
入
分

　一
同
五
十
匁
四
分

　
　
　
　
　同
弐
俵
代
組
元
ニ
入
分

　一
同
四
十
九
匁

　
　
　
　
　
　同
弐
俵
呼
子
周
防
屋
ニ
入
分

　一
同
弐
百
九
十
五
匁

　
　
　
　
　夜
具
損
料
小
川
ニ
入
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　但
半
損
料
ニ
ス
ル

　一
同
拾
壱
匁

　
　
　
　大
羽
釜
一
・
三
尺
桶
壱
本
・
な
ら
ち
や
碗
一
重
損
料
〆

　一
同
弐
百
四
十
九
匁

　
　料
理
人
・
内
夫
・
給
使
人
共
賃
銭
〆

　一
同
六
百
四
十
八
文

　
　組
元
ニ
乄
た
い
三
枚

　に
ん
し
ん
壱
本

か
た
す
み
壱
俵
代

　一
同
四
百
廿
文

　
　
　
　
　呼
子
塩
屋
善
右
衛
門
ニ
入
分

　一
同
四
百
文

　
　
　
　
　
　同
所
藤
代
や
平
兵
衛
ニ
入
分

　一
同
四
貫
九
百
壱
文

　
　
　小
川
酒
屋
書
出

　一
同
壱
貫
七
百
八
十
九
文

　小
川
村
取
分
品
々
代
買
物
也

　一
同
壱
貫
百
七
十
文

　
　
　同
所
藤
左
衛
門
取
分

　一
同
五
貫
五
百
廿
六
文

　
　八
百
屋
仁
平
取
分

　一
同
弐
百
四
十
五
文

　
　
　五
郎
左
衛
門
取
分

　一
同
壱
貫
三
百
七
十
文

　
　（

カ
）

ゆ
屋
取
分

　一
同
五
百
六
十
文

　
　
　
　馬
渡
取
分

　一
同
四
百
八
十
文

　
　
　
　小
川
惣
兵
衛
取
分

　一
同
壱
貫
八
百
七
十
五
文

　呼
子
し
ほ
や
与
左
衛
門
取
分

二
七
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　匁
乄
壱
貫
八
十
五
匁
六
分
四
厘

　文
乄
拾
九
貫
三
百
八
十
四
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　八
○
ニ
直
し
弐
百
四
十
弐
匁
三
分

　二
口
合
壱
貫
三
百
廿
七
匁
九
分
四
厘

　
　
　内

　
　三
十
七
匁
壱
分
八
厘

　
　
　品
々
払
物
代
ゟ
入
分
引

　
　四
百
三
十
匁

　御
賄
数
六
百
八
十
八
賄
、
壱
賄
ニ
五
十
文

ツ
丶
被
下
候
分
引

　
　小
以
四
百
六
十
七
匁
壱
分
八
厘

　残
八
百
六
拾
目
七
分
六
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　諸
色
割
ニ
而
割
合
取
立

史
料
３
〔
捕
鯨
組
仕
組
書
〕（
明
治
八
年
頃
）（
請
求
記
号1

1
9
/
H
/
7

）

一
捕
鯨
出
組
中
業
主
以
下
用
掛
之
人
々
ハ
、
第
一
号
式
ノ
如
ク
表
ヲ
製
シ
、
前
月
分
取
纏
、
翌
月
十
日
限
扱
所

へ
出
ス
ベ
シ

一
毎
月
雑
費
仕
払
ハ
、
監
察
・
会
計
取
合
ニ
テ
取
扱
、
第
二
号
式
之
如
ク
表
ヲ
製
シ
、
翌
月
十
日
限
扱
所
へ
出

ス
ヘ
シ

一
鯨
魚
捕
獲
ノ
都
度
々
々
売
捌
代
価
ヲ
精
算
シ
、
第
三
号
式
ノ
如
ク
表
ヲ
製
シ
扱
所
へ
出
ス
ヘ
シ

二
八
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一
右
同
断
之
節
、
肉
分
配
納
屋
囲
等
致
ス
時
ハ
、
第
四
号
式
ノ
如
ク
表
ヲ
製
シ
扱
所
へ
出
ス
ベ
シ

一
毎
月
雇
人
夫
賃
ハ
詳
細
取
調
、
第
五
号
式
ノ
如
ク
表
ヲ
製
シ
、
翌
月
十
日
限
扱
所
へ
出
ス
ベ
シ

一
鯨
肉
代
価
ノ
内
、
両
業
主
以
下
借
用
セ
ン
ト
欲
ス
ル
時
ハ
、
扱
所
ヘ
届
出
、
指
図
ノ
上
取
計
ル
ヘ
シ

両
業
主

二
号

明
治
八
年
何
月
中
捕
鯨
組
諸
雑
費
仕
払
明
細
表

諸
雑
費
仕
払
明
細
表

　合
金
何
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　捕
鯨
組
監
察

　何
ノ
誰
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　会
計
主
務

　
　何
ノ
誰
○

　
　
　
　
　此
訳

員
目

　

　数
量

　
　

　一
箇
ノ
価

　

　通
計

　

米

　何
百
石

　

　何
円

　

　何
百
円

　

紙

　何
十
束

　

　何
拾
銭

　

　何
十
円

　

塩

　何
俵

　

　何
拾
銭

　

　何
十
円

　

油

　何
石

　

　何
拾
銭

　

　何
十
円

　

　

　

　

三
号

明
治
八
年
何
月
何
日
捕
獲
何
十
尋
座
頭
鯨
代
価
明
細
書

鯨
代
価
明
細
書

　合
金
何
千
何
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　捕
鯨
組
会
計
主
務

　何
ノ
誰
○

二
九
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　此
訳

肉
名

　

　斤
数

　
　

　一
斤
ノ
価

　

　通
計

　

赤
身

　何
千
斤

　

　何
銭

　

　金
何
百
円

　

白
身

　何
千
斤

　

　同

　

　金（
マ
マ
）

六
百
円

油

　何
千
樽

　

　同

　

　金
何
百
円

　

骨

　何
百
斤

　

　同

　

　金
何
百
円

　

　

　

　

四
号　

　
　外
ニ

肉
名

　
納
屋
分
配

塩
漬

中
尾

小
川
業
主

島
方
分
配

赤
身

　
何
百
斤

何
百
斤

何
十
斤

何
十
斤

何
十
斤
○

白
肉

　
何
百
斤

何
百
斤

何
十
斤

何
十
斤

何
十
斤

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　下

ニ
○

通
計

　

　

　

　

何
千
斤

　

　

　

　

何
百
斤

　

　

　

　

　

三
〇
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明
治
八
年
何
月
中
捕
鯨
組
雇
人
夫
賃
銭
仕
払
明
細
表

雇
人
夫
賃
銭
仕
払
明
細

表

　合
金
何
十
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　―
―
―
―

　何
ノ
誰
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　―
―
―
―

　何
ノ
誰
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　此
訳

事
由

日
数

　
人
員

延
人
員

一
人
一
日
ノ
賃

通
計

何
月
日
捕

鯨
ノ
節
雇
人

何
日

何
十
人

何
百
人

何
十
銭

何
円

何
月
日
誰
佐

賀
行
之
雇

何
十
日

何
人

何
十
人

何
十
銭

何
円

　

　

　

　

　

三
一
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